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＜連絡事項＞

・6/21（木）13：30～西病棟にて船田　正明様の症例検討会が開催されます。上野NS出席予定です。

＜入院予定＞

・角濱　ユキ子様（39）アルコール依存症

　本日入院予定で外来受診しましたが、食道静脈瘤があるため、労災病院で検査してからの入院となります。日時は未定です。

＜患者様連絡事項＞

・角谷　春美様～ワーファリン服用中のため、納豆禁へ食事内容変更しています。

・高間木　八男様～エンシュア摂取時にむせ込みが見られています。ストローを使用し、少しずつ摂取するよう、マンツーマンで介入して下さい。

・柳杭田　かつ子様～飲水過多により、2～3kgの体重変動見られています。個室使用も含め、Aユニットへの環境調整も検討しましたが、Aユニットでの転倒のリスクや他者とのトラブルも予測される為、現状のCユニットのままで1週間、5回/日（起床時・毎食時・20時）の体重測定を実施し、飲水状況と体重変動を観察、評価した後で再度検討していきます。

・杉村　志智雄様～療養環境変更目的で、東A 9号室→東A 12号室へ移動となっています。

・木村　春雄様～臨時薬8日分処方、以後、定期処方となります。

＜安ヶ平Dr診察＞

・中居　松男様～当院処方へ切り替え、以後、定期処方となります。夜間トイレ覚醒時にふらつき見られていた為、転倒事故に注意し観察しましょう。併せて、睡眠状態の確認をお願いします。

・山口　富造様～「飛んだり、跳ねたりすると頭が痛くなる」と訴え聞かれています。ロキソプロフェン　1T　５日分、予測指示処方となります。

・木村　格治様～「静かにゆったりした、風呂のある所へ住みたい」と話しています。予測指示、7/3まで継続。

・藤井　崇史様～両親に対する妄想発言や、「父は面会に来ている」、「母は電話に出て話している、

入院はしていない」等といった現実的な発言も聞かれています。引き続き、精神状態の観察をして下さい。

・渡辺　達也様～4～5日前より、また不安感が出てきた事、また、食欲もないと訴え聞かれている。精神状態の観察と共に、体重の上昇も見られないため摂取状況を確認して下さい。

・杉村　志智雄様～今回処方から、レバラミン（100）3T追加処方となる。環境調整目的にて、Aユニット12号室→15号室へ部屋移動しています。

・坂本　健治様～隣人に対する妄想について、現実検討されています。引き続き、精神状態の観察をして下さい。

・成田　勝弘様～現在の住居であるアパートを引っ越したいと話し、その為の外出を希望しています。アパートの転居については、市生活福祉課へ確認し、今の契約年数では敷金等は出ないとの事。その他、生活扶助費については、生活保護担当者を含め検討していく予定です。退院の目途が立たない事で、スタッフを替え不安や不満を訴えたり、妄想様の発言が聞かれている状態です。傾聴しながらも現実検討できるよう介入していきましょう。

PSWより情報あり、6/22（金）15：30～市生活保護担当者が来院予定。以下の点について、検討していきます。

1 退院後の生活扶助費の入金日について

2 現在契約しているアパートの転居は可能か？

3 その他、支払いについて（入院費の残金、カード会社への支払い）

検討後に、退院日を想定し、スケジュールに基づいて支援する体勢を整えていく方向です。

・管　利彦様～兄様へ家族勉強会の案内をしています。都合の良い日時を連絡くださるよう依頼しています。

＜隔離室入室患者・身体拘束実施患者様＞

・畑中　成夫様～終日隔離継続中。午前に入浴実施していますが、落ち着きない様子で、「ソワソワする」と話し、シャワーのみで済ませています。引き続き、突発的行動による自傷・他害に注意し関わっていきましょう。

・小笠原　久年様～終日隔離継続中。Aユニット9号室→11号室へ部屋移動となっています。先日の和田　昌様に対する暴力行為について、スタッフ立会いの下、本人への謝罪を行い、和田様も納得されています。引き続き、突発行為や暴力行為に注意し介入して行きましょう。







